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～外需に支えられた弱い成長、7-9月期入り後は牽引役が不在～ 
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・ 4-6月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率の改定値は前期比＋0.2％と速報値から不変（年率換算では＋

0.7％→＋0.6％に小幅下方修正）。国別には（右図）、フィンランドが下方修正（同＋1.2％→＋

0.6％）、スロバキアが新たに公表（同＋0.1％）以外は速報段階から不変。前期の高成長を牽引した

ドイツ、フランス、オランダに急ブレーキ、イタリア、スペイン、ポルトガルなど財政不安国が低迷。 

・ 新たに公表された需要項目別の内訳は（左図・表）、①輸出の増勢が続いており、内需減速の影響も

加わり、外需のプラス寄与が拡大した一方、②エネルギー高による実質購買力目減りや、フランスで

の自動車買い替え支援制度終了の駆け込み需要の反動減もあり、個人消費が７四半期振りのマイナス、

③財政緊縮の影響から、政府消費が５四半期振りのマイナス、④景気の先行き不透明感の台頭や、天

候要因によるドイツの建設需要の低迷から、固定資本投資の増勢が鈍化するなど、内需が全般に低迷。 

・ 4-6月期の弱い景気拡大も輸出拡大と内需低迷による輸入減速に支えられたものであったことが確認。

足許では世界的な景気減速懸念を受けて、輸出の拡大ペースが鈍化している模様。内外需ともに牽引

役が不在となるなか、7-9月期の景気は低迷が予想される。 

■ユーロ圏：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■2011年4-6月期の実質GDP成長率（前期比、％）

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

09/10-12月期 1.8 1.4 (0.0) 0.8 1.9 ▲ 3.1 (▲ 0.2) (1.3) 8.1 4.9
10/1-3月期 2.3 1.4 (1.9) 1.3 ▲ 1.8 ▲ 2.7 (2.1) (▲ 0.5) 13.8 15.6
10/4-6月期 5.1 3.7 (2.9) 0.9 1.1 8.9 (0.4) (0.8) 17.9 16.2
10/7-9月期 3.4 1.5 (0.7) 0.9 0.3 ▲ 0.3 (0.2) (0.8) 7.4 5.6

10/10-12月期 1.2 1.2 (0.8) 1.3 0.1 ▲ 0.8 (0.2) (0.3) 5.7 5.1
11/1-3月期 5.1 3.1 (2.2) 0.7 1.7 7.5 (0.1) (0.9) 8.1 6.3
11/4-6月期 2.4 0.6 (▲ 0.4) ▲ 0.9 ▲ 0.7 0.6 (0.2) (1.0) 4.1 2.0

出所：Eurostat  


